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先週の動き／今週の展望

先週の韓国株式市場は開天

休場となるため、今週は

米国市場でダウ平均

値を更新したほか、

付けるなど、アジア

市場は連休前の 9 月下

買いが相場を押し上げよう。

好調な内容になると見る向き

総合指数が 7 月下旬に

による新たな挑発行動への警戒感が不安材料
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先週の動き／今週の展望

は週間で 0.2％安と反落

前半まで下落したことで指数は

で原油減産の延長合意が成立する

、ブレント原油価格が 57

日序盤に前週高値を上回る

熱帯低気圧ネイトがメキシコ湾岸の製油所に被害をもたらす

原油価格が急落したこと

用統計を受けて軟調な取引開始になった

は下落に転じた。前日比 0.9

。今週は引き続き、弱含みの展開か。
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指数は週間で 0.4％高と反発
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月以来の高値を

原油価格が 50 ドル台まで値を戻したことを下支えに、後場
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6.2％高となるなど多くの銀行株が上昇し、指数
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秋夕連休などで休場
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新たな挑発行動への警戒感が不安材料
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％安と反落。週明け
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％高と反発。週半ば

中心に軟調な展開。

主力株中心に値を戻し、5 日には 810.54

高値を 5 週連続で更新

ドル台まで値を戻したことを下支えに、後場
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旧盆）などのため、

。連休明けの韓国市場は
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％高と反発、今週は

までは高値警戒感に加え、原油価格が

800 ポイントを下回った。ただ
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【先週の動き／今週の展望】

高、

ジャカルタ総合指数は週間で

までの上昇分を後半の下落でほぼ帳消しにした。週初の

前週末に発表された中国の

回ったことに加え、インドネシアの

連続で前月を下回り、物価上昇圧力が低下したことが好感され

て指数は続伸。

すると

りに反落した。今週は

場の反応が焦点。外部要因では

録と

【先週の動き／今週の展望】

中に

SET

りじりと上値を広げた。週初の

同月比

維持したことや、日銀短観の大企業製造業指数がリーマン・シ

ョック後の最高水準に達したことが好感されて終値ベースで

年初来の高値を更新。

ー関連株が売られ、指数は

に反発すると、

した。今週は国内の重要イベントが少なく、外部要因に左右さ

れる展開か。
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【インドネシア】
【先週の動き／今週の展望】

高、2 日連続で過去最高値を更新

ジャカルタ総合指数は週間で

までの上昇分を後半の下落でほぼ帳消しにした。週初の

前週末に発表された中国の

回ったことに加え、インドネシアの

連続で前月を下回り、物価上昇圧力が低下したことが好感され

て指数は続伸。3

すると 4 日はさらに上値を広げたが、

りに反落した。今週は

場の反応が焦点。外部要因では

録と 13 日発表の中国の貿易統計に注目が集まりそうだ。
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ョック後の最高水準に達したことが好感されて終値ベースで

年初来の高値を更新。
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に反発すると、6

した。今週は国内の重要イベントが少なく、外部要因に左右さ

れる展開か。13
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連続で前月を下回り、物価上昇圧力が低下したことが好感され

3 日に終値で約
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ポイント到達 

指数は週間で 1.4％高と続伸。前週の勢いを維持し、じ
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ョック後の最高水準に達したことが好感されて終値ベースで

年初来の高値を更新。4 日は原油価格の下落を受けてエネルギ

ー関連株が売られ、指数は 4 営業日ぶりに反落したものの

6 日は場中に一時、節目の

した。今週は国内の重要イベントが少なく、外部要因に左右さ

13 日はプミポン前国王記念日のため休場となる。
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【インドネシア】 
【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は

日連続で過去最高値を更新 

ジャカルタ総合指数は週間で 0.1％高と小幅に反発。週半ば

までの上昇分を後半の下落でほぼ帳消しにした。週初の

9 月の公式製造業

回ったことに加え、インドネシアの 9 月の CPI

連続で前月を下回り、物価上昇圧力が低下したことが好感され

日に終値で約 6 週間ぶりに過去最高値を更新

日はさらに上値を広げたが、5 日は反動で

日発表の 8 月の小売売上高に対する市

場の反応が焦点。外部要因では 11 日に公表される

日発表の中国の貿易統計に注目が集まりそうだ。

【先週の動き／今週の展望】SET 指数は

％高と続伸。前週の勢いを維持し、じ

りじりと上値を広げた。週初の 2 日は 9 月の

％と市場予想から上振れし、3 カ月連続でプラス圏を

維持したことや、日銀短観の大企業製造業指数がリーマン・シ

ョック後の最高水準に達したことが好感されて終値ベースで

日は原油価格の下落を受けてエネルギ

営業日ぶりに反落したものの

日は場中に一時、節目の
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日はプミポン前国王記念日のため休場となる。
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％高と小幅に反発。週半ば

までの上昇分を後半の下落でほぼ帳消しにした。週初の

月の公式製造業 PMI が前月を上

CPI 上昇率が

連続で前月を下回り、物価上昇圧力が低下したことが好感され

週間ぶりに過去最高値を更新

日は反動で 5 営業日ぶ

月の小売売上高に対する市

日に公表される FOMC

日発表の中国の貿易統計に注目が集まりそうだ。

指数は 1.4％高、6 日の場

％高と続伸。前週の勢いを維持し、じ

月の CPI 上昇率が前年

カ月連続でプラス圏を

維持したことや、日銀短観の大企業製造業指数がリーマン・シ

ョック後の最高水準に達したことが好感されて終値ベースで
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営業日ぶりに反落したものの

日は場中に一時、節目の 1700 ポイントに達

した。今週は国内の重要イベントが少なく、外部要因に左右さ

日はプミポン前国王記念日のため休場となる。
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ジャカルタ総合指数は 0.1％

％高と小幅に反発。週半ば

までの上昇分を後半の下落でほぼ帳消しにした。週初の 2 日は

が前月を上

上昇率が 3 カ月

連続で前月を下回り、物価上昇圧力が低下したことが好感され

週間ぶりに過去最高値を更新

営業日ぶ

月の小売売上高に対する市

FOMC 議事

日発表の中国の貿易統計に注目が集まりそうだ。 
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2.2

ストレーツタイムズ指数は週間で

昇し、上げ幅が広がった

は前週末に比べ

日は前日の取引終了後に発表された

と 2011

に反落。

準を更新したものの

戻されると、

して

月期の

 

日の場

％高と続伸。前週の勢いを維持し、じ

上昇率が前年

カ月連続でプラス圏を

維持したことや、日銀短観の大企業製造業指数がリーマン・シ

ョック後の最高水準に達したことが好感されて終値ベースで

日は原油価格の下落を受けてエネルギ

営業日ぶりに反落したものの 5 日

ポイントに達

した。今週は国内の重要イベントが少なく、外部要因に左右さ

日はプミポン前国王記念日のため休場となる。 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

0.5

クアラルンプール総合指数は週間で

発。おおむね堅調に推移した

トの大きいゲンティンのけん引で

4 日も値ごろ感のある銘柄が買われて続伸。

した

ら上振れしたことが好感され

に 8

部要因では前週末に発表された

門の雇用者数が米南部を襲ったハリケーンの影響で前月から

万 3
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【先週の動き／今週の展望】

2.2％高と反発、今週は

ストレーツタイムズ指数は週間で

昇し、上げ幅が広がった

は前週末に比べて

日は前日の取引終了後に発表された

2011 年 4 月以来の最高値に達したことが買い材料にならず

反落。4 日は 9

を更新したものの

戻されると、6 日は終値ベースで

して引けた。今週は

月期の GDP 速報値
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